
スポーツビジネス・プロジェクトにおける
新たなサービス創造について

千葉商科⼤学 サービス創造学部
スポーツビジネス・プロジェクト

布村沙耶 ⽶内紗菜

千葉商科⼤学サービス創造学部は千葉のスポーツ４チームを全⼒で応援しています。



千葉商科⼤学
サービス創造学部では

「3つの学び」
で成⻑する！



プロジェクト活動



スポーツビジネス・プロジェクト マーケティングチーム

千葉ロッテ・プロジェクト 千葉ジェッツ・プロジェクト ジェフ千葉・プロジェクト

サービス創造学部

千葉商科⼤学

株式会社
千葉ロッテマリーンズ

株式会社
千葉ジェッツふなばし

株式会社OFC

ジェフユナイテッド
株式会社



Our Vision

スポーツサービス創造軍団

スポーツビジネスにおける「サービス創造」を通して、
スポーツチームと周囲のステークホルダーを
ワクワクさせ、ハッピーにしよう。

スポーツビジネスの理解を深め、
スポーツの価値を創造・向上・活⽤し、

新たなサービスを発想し、実現し続ける集団をめざそう。



選⼿・サポーター スポーツビジネス・プロジェクト

勝ち 価値

スポーツビジネス・プロジェクトの意義



スポーツの多様な価値
▼

スポーツならではの「機能」に注⽬



ファン

メディアスポンサー

公式サポ-ター企業

スポーツチーム

地域

①くっつける機能（ボンド機能）



テレビ 新聞

携帯

毎⽇スポーツの情報が発信されている！

テレビ 新聞

②拡散する機能（アンプ機能）



①
くっつける機能

②
拡散する機能

どのように活⽤するのか

スポーツの機能



個々 ＜ 束になる



×
⼤学をプラットホームにして

スポーツの価値を⾼める



WIN×WIN×WIN

応援 価値向上＋ ＝ ＋活⽤



ジェフ千葉・プロジェクト

supported by



観戦者調査

若い観戦者が少ない



若者が観戦に来ない原因とは...
• 観戦以外の楽しみが増えている
• サッカー観戦をする機会がない
• サッカーに興味がない
• ルールを知らないので楽しめない
• 熱狂的なファンの中にとけ込めない

若者が興味を持ってくれる企画の提案



観光 サッカー観戦 交流会
▼

マザー牧場・ジェフ千葉
ホーム観戦バスツアー



マザー牧場



サッカー観戦



HUB交流会



〜バス内での過ごし⽅〜

ビンゴ⼤会・JEF応援練習
サッカーのルール説明・宣伝



×



• お店のリストアップ
• 電話でのアポ取り
• 営業資料の作成
• 店舗での交渉
• チラシ作り
• マザー牧場、ジェフ、HUBに対して価格交渉

営業活動

協賛寄付⾦を募り、参加費⽤に還元







• 写真

©JEF UNITED



千葉ジェッツ・プロジェクト



千葉ジェッツ・プロジェクトサッカー vs バスケットボール



・室内競技（天候無関係・選⼿との距離・照明・⾳響...）

・得点がたくさん⼊る
・プレーが⽌まる
・エンターテインメント性が⾼い

喜びポイントが多い

サッカーとの違いとは ......



スポンサー紹介チアリーダー



スポンサー紹介





ジェッツ⼥⼦DAY



×





東邦出版

×



千葉ロッテ・プロジェクト







あの時を忘れない。
私たちが被災地支援をする意味

震災から6年。被災地・東北の“今”。

　私たち、千葉商科大学サービス創造学部「千葉ロッテ・
プロジェクト」では、千葉ロッテマリーンズと公式に連携
した活動を通してスポーツビジネスを学んでいます。
　その中で、「スポーツの影響力を活用した社会貢献」も
目標の一つに掲げて活動してきました。私たちが楽しくス
ポーツビジネスを学べるのは、平穏な日常があるからこそ
だと感じています。そこで、震災から6 年の時が経った被
災地の “今” を伝え、支援する活動を展開したいと考えま
した。千葉ロッテマリーンズにもご協力していただき、例
年 ZOZO マリンスタジアムで行われる「千葉商科大学マッ
チデー」で募金活動を行っておりますが、本日は募金に
加え、実際に被災地を訪れた際の写真などをご覧いただ
くことで被災地の現状を知っていただき、震災を忘れずに
継続的に支援する必要性を伝えたいと思っています。
　なお、募金していただいたお金や、チャリティグッズの
販売利益は、公益財団法人東日本大震災復興支援財団
に寄付し、復興支援のために使用していただきます。

千葉ロッテ・プロジェクトとは
　千葉商科大学サービス創造学部では、新たなサービスを創造
する人材の育成をめざし、「学問から学ぶ」「企業から学ぶ」「活
動から学ぶ」の 3 つの学びを通して学んでいます。学問や企業
から得た知識を活動の中で実践し、実践の中で見つけた課題を
また次の学びにいかしています。
　サービス創造学部の千葉ロッテ・プロジェクトでは、「活動か
ら学ぶ」の一環として、本学部の公式サポーター企業である千
葉ロッテマリーンズと公式に連携し、球団の課題解決や価値向
上に実践的に取り組みながら、スポーツビジネスを学んでいます。
本日は、大学の協賛試合「千葉商科大学マッチデー」を盛り上
げられるよう、企画立案・運営を含めて、プロデュースしています。

せをかみしめて
野球をしたいと願う息子の思い
　震災後は、野球が大好きな息子と仮設住宅前でキャッチ
ボールするのが精一杯。車で１時間かけて隣町のバッティン
グセンターへ行くのが唯一の楽しみだった。しかし、「バッティ
ングセンターに行きたくても行けない友達と、みんなで思い
切り野球がしたい！」という息子の言葉をきっかけに、2014年、
千葉さんは気仙沼市にバッティングセンターを建てた。

当たり前の幸せと家族への感謝
　「『幸』から一本線を取ると『辛』になる。その違いは紙一重。
今はあえて楽をせずに苦しんだとしても、将来は一本線を足
して、辛さを乗り越えて幸せになってほしい」と話す千葉氏。
「当たり前の日 こ々そが幸せ。親が作ってくれる料理や、家族
で話す時間は当たり前に感じるかもしれないが、その当たり
前はいつなくなってしまうかわからないもの。恥ずかしいかも
しれないが、ご両親や普段の生活に感謝する時間を作ってほ
しい。そうやって家族を大切にすることが、いつ起こるかわ
からない自然災害への準備にもなる」という話が印象に残る。
私たちも、幸せについてあらためて考えるきっかけになった。



×



さいごに









千葉ロッテマリーンズ
ジェフユナイテッド

ソフトバンク
サマンサタバサ
ルネサンス
ヤマトホールディングス
千葉テレビ

千葉⽇報社
東邦出版
那珂湊⾼等学校

千葉ジェッツふなばし
OFC（オービックシーガルズ）

東⽇本⼤震災復興⽀援財団
エイチ・アイ・エス
イオンエンターテイメント
綜合警備保障（ALSOK）
ベイエフエム

スタートトゥデイ
学研教育みらい
千葉商科⼤学

ご参加企業



今後のスポーツビジネス・プロジェクト
4球団が団結することによる効果

インパクト
各球団の注⽬度がUP！他球団への興味喚起！千葉のスポーツの活性化！



①スポーツ球団側からのスポーツビジネス
②スポンサー側からのスポーツビジネス
③関わった企業の業界の仕組みについて
（ジェフ：旅⾏業 ロッテ：出版 ジェッツ：ファッション・出版）

④社会的・ビジネスマナー

スポーツビジネス・プロジェクトで
なにを学べるのか



最後までご清聴いただきまして、
どうもありがとうございました。


